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西村証券 企業調査情報                2026/05/18 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

平和堂（コード 8276） 
◆通期業績推移(連結) （27. 2 予は会社側発表値） 

決算期 営業収益 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

16.2 437,085 15,835 178.9 32.0 23,153 ▲11,665 ▲10,219 14,546 

17.2 437,587 15,344 175.7 32.0 18,254 ▲12,352 ▲3,925 16,157 

18.2 438,132 13,919 180.0 37.0 23,652 ▲7,366 ▲13,467 19,113 

19.2 437,636 13,550 163.7 35.0 20,984 ▲9,134 ▲11,419 19,156 

20.2 433,641 10,463 116.3 35.0 17,226 ▲21,674 3,739 18,285 

21.2 439,326 14,037 185.4 38.0 32,113 ▲11,803 ▲13,893 24,816 

22.2 439,740 15,362 203.0 42.0 20,283 ▲9,042 ▲6,655 30,137 

23.2 415,675 11,279 143.3 42.0 15,685 ▲15,428 ▲5,130 25,096 

24.2 425,424 13,257 129.4 42.0 22,699 ▲16,649 ▲1,692 29,426 

25.2 444,898 13,360 209.1 63.0 22,973 ▲14,646 ▲15,167 22,881 

26.2 456,010 13,313 189.3 66.0 17,784 ▲16,473 ▲5,129 19,165 

27.2予 478,000 14,300 198.2 66.0 － － － － 

（CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

中核企業の平和堂が堅調、前期は人件費増で微減益も今期は増益見通し 
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26 年 2 月期の連結業績は、中核企業の平和

堂で客数、客単価とも上昇したことなどによ

り、営業収益は前年比で 3％増となった。利益

面では、人件費において労働時間の抑制は効い

たものの単価上昇などにより 3％増加したこと

などから、営業利益は 0.4％減となった。 

当期のキャッシュ・フロー（以下、CF）にお

いて、期末の現金及び現金同等物残高は 191 億

6,500 万円（前年度末比 16％減）となった。営

業 CF では、税金等調整前当期純利益 136 億

8,400 万円（前年比 10％減）、減価償却費 138

億 2,400 万円（5％増）、退職給付に係る負債の

減少額 68 億 3,100 万円（前年は 2 億 9,200 万

円）などから 177 億 8,400 万円の収入（23％

減）となった。投資 CF では、有形及び無形固

定資産の取得による支出 173億 5,500万円（7％

増）などから 164 億 7,300 万円の支出（12％

増）に。財務 CF では、長短借入金の借入れ及

び返済による差引収入額 9 億 1,800 万円（前年

は 78 億 3,000 万円の支出）、自己株式の取得に

よる支出 26 億 9,700 万円（41％減）、配当金の

支払額 32 億 9,600 万円（20％増）などから 51

億 2,900 万円の支出（66％減）となった。 

26/2 期は連結で増収・微減益に 

 

CF で現金及び現金同等物の期末残高は減少 
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西村証券 企業調査速報 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 
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主な部門別売上高推移（平和堂単体）
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26 年 2 月期の平和堂単体の業績は、営業収益

4,222 億 5,100 万円（前年比 5％増）、営業利益

103 億 4,000 万円（0.1％増）となった。 

売上高では全体の 8 割以上を占める主力の食

料品が 5.1％増（うち生鮮 5.0％増、一般 5.3％

増）、既存店でも 3.6％増（うち生鮮 3.3％増、一

般 3.9％増）と堅調に推移しており、客数（1.4％

増）及び客単価（2.1％増）の上昇が貢献。子育

て世代に人気の大容量パックの強化などによ

り、買上点数の低落が続く一方で一品単価は上

昇し、値上げも加わって客単価を押し上げてい

る。また、部門別粗利益率は 26.4％（前年は

26.3％）で、うち生鮮 26.6％（同 26.5％）、一般

26.2％（同 26.1％）と、底を打ちつつある。 

27 年 2 月期の通期業績見通しは、連結では営

業収益 4,780 億円（前期比 5％増）、営業利益 143

億円（7％増）。単体では営業収益 4,480 億円（6％

増）、営業利益 114 億円（10％増）となっている。 

単体の既存店売上高は、上半期では前年同期

比 3.7％増、通期では前年比 3.8％増の見込み。

今期に入って 3 月度の売上高は前年同月比

2.3％増で、このうち主力の食料品は 2.5％増と

堅調に推移している。 

新店及び改装の実施・予定は、新店が 26 年下

期予定でアルプラフーズマーケット（仮称）の富

山掛尾（富山市）、高岡（高岡市）。改装は、3 月

実施で平和堂のグリーンプラザ店（名古屋市）、

あどがわ店（高島市）、上期予定でアル・プラザ

醍醐（京都市）、平和堂の木曽川店（一宮市）、フ

レンドマートの高槻氷室店（高槻市）、開発店（福

井市）、志津東草津店（草津市）、江頭店（近江八

幡市）、下期予定でアル・プラザ宇治東（宇治市）、

フレンドマート.G 宇治市役所前店（同）。 

既存店で主力の食料品が客数・客単価とも堅調 

今期は連結・単体とも増収増益の見通し 
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